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■ 概 要 

★ 新潟精密製FM ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｰﾓｼﾞｭｰﾙ使用のFM ｽﾃﾚｵ･ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｰ・キットです。 

★ ﾓｼﾞｭｰﾙのｺﾝﾄﾛｰﾙは PIC16F648Aが行ないますので、電源とｱﾝﾃﾅを接続し音源を入力 

するだけで即使用可能です。 

★ ﾓｼﾞｭｰﾙの発振周波数は、PLL ｼﾝｾｻｲｻﾞｰですから高安定で周波数の変動は有りません。 

★ ﾓｼﾞｭｰﾙが持つ各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定が可能。 従来の簡易FM ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｰとは違い送信周波 

数はPLLにより高安定で周波数範囲も広く、自由に空きﾁｬﾝﾈﾙで設定使用可能です。 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰは、本格的な部分まで設定が可能。 送信周波数設定、ｱﾝﾛｯｸﾃﾞﾃｸﾄ ON/OFF、 

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄｰﾝ ON/OFF、ﾐｭｰﾄ ON/OFF、ｻﾌﾞｷｬﾘｱ ON/OFF、ﾁｬｰｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ電流、入力ﾚﾍﾞﾙ、 

ﾌﾟﾘｴﾝﾌｧｼｽ設定。 (詳細は後述) 

★ VFO(100KHz ｽﾃｯﾌﾟ)操作と、ﾌﾟﾘｾｯﾄ・ﾒﾓﾘｰ CH (10 ﾁｬﾝﾈﾙ登録可。ﾀｲﾄﾙ名: 英数12文字 

と全ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの設定値登録可能) 

★ FM送信ﾓｼﾞｭｰﾙは海外仕様ですが、国内仕様限定動作に制御しています。 

 FM送信ﾓｼﾞｭｰﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄはWeb より入手可能。 

      「http://www.tristate.ne.jp/ftp/ ns73m_datasheet.pdf」 

★ 電源、8～15Vの DC電源(AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ等 芯極性不問) 又は、電池駆動も可。 

    推奨AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ： 秋月電子 (通販ｺｰﾄﾞ M-812) LTE(GFP)101U-1210 1 個 550円 

      DC入力ﾌﾟﾗｸﾞは、標準２．１ｍｍφ（内径）ＤＣプラグをご使用。 
 

◎ 用途：CD、Webﾗｼﾞｵ等の音をｵｰﾃﾞｨｵｾｯﾄや車のFMﾁｭｰﾅｰで聞いたりと用途は色々です。 

 

■ 緒  元 

ＣＰＵ PIC16F648A 内部4MHzｸﾛｯｸ (NS73Mｺﾝﾄﾛｰﾙ、液晶、ｷｰ入力制御) 

FM送信ﾓｼﾞｭｰﾙ 新潟精密製 NS73M ﾓｼﾞｭｰﾙ  ｸﾛｯｸ：32.768KHz 

出力周波数 87.5MHz ～ 89.9MHz 100KHzｽﾃｯﾌﾟ 25CH 端子にて0.01mW以下 

入  力 60KΩ、100%変調時 100mV/140mV/200mV選択可能 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ200mV) 

基本仕様LINE入力。 3.5mmｽﾃﾚｵ･ﾐﾆ･ﾌﾟﾗｸﾞにて入力。 

ﾌﾟﾘｴﾝﾌｧｼｽ ON (50μS/75μS選択可能 )、OFF 

ﾊﾟｲﾛｯﾄ信号 19KHz  ON/OFF 可能 

変調周波数偏移 67.5KHz+ﾊﾟｲﾛｯﾄ19KHz(ｽﾃﾚｵ) 

変 調 歪 変調歪：max 1.0%、  変調Ｓ／Ｎ比：ｽﾃﾚｵ/ﾓﾉﾗﾙ 55dB 

ｽﾃﾚｵ･ｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝ：35dB 

ﾌﾟﾘｾｯﾄ・ﾒﾓﾘｰ・ﾁｬﾝﾈﾙ １０ﾁｬﾝﾈﾙ 不揮発ﾒﾓﾘｰ 

液晶表示器 16桁、2行 英数記号ｷｬﾗｸﾀ表示 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ可能 

アンテナ ﾘｰﾄﾞ線ｱﾝﾃﾅ又はBNC付ﾎｲｯﾌﾟｱﾝﾃﾅ(BNCｺﾈｸﾀ取り付け可能) 

電   源 ８ＶＤＣ ～ １5ＶＤＣ 約５０ｍＡ  電池駆動可能 

基板寸法 90mm x 55mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ基板 

   

 注  意  
・ 当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・ 本キットに使用する FM 送信ﾓｼﾞｭｰﾙは海外仕様の為、国内での使用には制限が有り、国内仕様の周波数

範囲と最低の出力にしてあります。 ﾀﾞﾐｰﾛｰﾄﾞ抵抗を外したり、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰを変えたり、ｱﾝﾃﾅｺﾈｸﾀに屋外の高

性能のｱﾝﾃﾅは接続して使用することは出来ません。 電波法に抵触する恐れがありますので、個人責任

でご使用頂くようお願いいたします。  

 

＜免責事項＞ 当キツトを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め 

如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■FM ｽﾃﾚｵ･ﾄﾗﾝｽ･ﾐｯﾀｰ・キット部品表 

名称 基板上記号 実装 型番/値 数 Description 

ＩＣ IC1  PIC16F648A 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済みCPU 

 IC2 ● NS73M 1 FM送信ﾓｼﾞｭｰﾙ 

 IC3 ● XC6202P332 1 3.3V 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

 IC4  LM78L05 1 5V 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

ｸﾘｽﾀﾙ X1 ● 32.768KHz 1 NS73M用 

LCD   SC1602BSLB 1 液晶表示器 CN1に接続 

半固定抵抗 VR1   10KΩ/B 1 液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ CN1  14ﾋﾟﾝ オス 1 液晶用基板側 

   14 ﾋﾟﾝ メス 1 液晶用 

DCｼﾞｬｯｸ CN2  MJ-179 1 電源入力用 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ Ｄ１  WL02 1 電源ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C1,3,6,8 ● 0.1μF 4  

 C2 ● 100PF 1 RF出力ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

 C4  22μF 1 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 C5,7  10μＦ 2 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

抵抗 R1,5 ● 10KΩ  2  

 R2,3,6-10 ● 1KΩ 7  

 R4 ● 50Ω 1 ﾀﾞﾐｰﾛｰﾄﾞ 

 R11,13 ● 4.7KΩ 2 ｱｯﾃﾈｰﾀｰ 

 R12,14 ● 47KΩ 2 ｱｯﾃﾈｰﾀｰ 

   100Ω1/4W 1 茶、黒、茶、金   液晶表示器ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ用 

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ S1-5   5 入力ｷｰ 

ｽﾃﾚｵ･ﾌｫｰﾝ・ｼﾞｬｯｸ J1   1 音声入力用ｽﾃﾚｵｼﾞｬｯｸ 

ｱﾝﾃﾅ用ｺﾈｸﾀ E1   0 ｱﾝﾃﾅ用BNCﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ (ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

ICｿｹｯﾄ (IC1)  18ﾋﾟﾝDIP 1 CPU用 

専用基板   TS-FMTX01 1 両面ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ基板 

                                    ● の部品は、工場出荷時基板に実装済みです 

■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

■ 向きが有り間違えやすい部品 

                                    ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて居ます。 

                                    図の部品には注意して下さい。 部品ﾘｽﾄの部品番号 

と基板上のｼﾙｸ印刷された部品番号の所に印刷された 

                                    形状等を合わせて取り付けます。後頁に基板実体図 

も用意していますので合わせて参考にして下さい。 

 

■ 基  板 

  基板寸法： 90mm x 55mm 

  ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ 1.6mm厚 両面ｽﾙﾎｰﾙ 

 

  四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法： 

   80mm x 45mm 3.5mmΦ 
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■ 組み立て 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

１．   組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基 

     板上記号］の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品か 

      ら取付けて行きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使 

    用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなけ 

    ればならない場合があるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、IC2,IC3,ｸﾘｽﾀﾙと抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰの 22 個の部品は既に機械で実装されています

（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。 

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、CPU(IC1)用 IC ｿｹｯﾄ、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(D1)、ﾀｸﾄｽｯﾁ(S1 

-S5)を順番に取り付けて行きます。 

    向きの有る部品に注意します。（前述の実体図と補足2の基板実体図とを併せて参照下さい） 

４．  最後に大物部品を取り付けて行きます。電源用DC ｺﾈｸﾀ（CN2）、半固定抵抗(VR1)、液晶用ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ(CN1) 

ｺﾈｸﾀ、3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ(IC4)、ｽﾃﾚｵ・ｼﾞｬｯｸ(J1)、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ(C4,5,7)を取りつけます。液晶表示器にﾋﾟﾝ  

ﾍｯﾀﾞｰのメスを、基板側(CN1)にﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰのオスを取り付けます。 (液晶表示器に関しては後述参照) 

ｱﾝﾃﾅ端子(E1)に直接ﾘｰﾄﾞ線等のｱﾝﾃﾅ(1m程度)を取り付けます。必要に応じて付属のBNC ｺﾈｸﾀ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

を取り付けてご使用下さい。秋月電子 (通販ｺｰﾄﾞ：C-2296) BNCｺﾈｸﾀ基板型B-055 BNC-J 1個100円。 

５．  IC1 の PIC ﾏｲｺﾝ、向きを間違えないようにｿｹｯﾄに差し込み、ＣＮ１に液晶表示器を取り付けます。 

６．   完成しましたら、電源を入れる前に十分回路を目視点検を行ってから投入してください。 ﾃｽﾀｰがあれ 

    ば電源投入時、約50ｍＡ程度ですから、これ以上に流れた場合は、即電源を切り点検してください。 

    電源を入れVR1 を回し液晶が鮮明に表示する様ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整を行ないます。 

この時点で、周波数87.5MHzの無音の搬送波が送信されていますのでﾗｼﾞｵ等で確認します。 

７．  外部にｽｲｯﾁを設ける場合は、「POWER SW」端子に接続します。(端子は裏でｼｮｰﾄ済み、使用時ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄ。) 

＜以上で組み立ては完了です＞ 

 

■ ボードの液晶表示 (通常表示) 

 

                           

                           

                          初期、電源投入時のFreq(周波数)は、 ８７．５ＭＨｚになります。 

                          その他のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰは、後述のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値に設定されています。 

      ・上段   「FM Transmitter」か「************」ﾌﾟﾘｾｯﾄされたﾁｬﾝﾈﾙのﾀｲﾄﾙ(後述)を表示。 

      ・下段   周波数を表示します。 

 

■ ボードの操作 

  上記通常表示の時点で、キーボードにより以下の操作を行ないます。 

 ○通常操作 (ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定ﾓｰﾄﾞ/VFO操作) 

通常表示で「↑」を押すと 「ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定モード」に移行します。(詳しくは後述) 

 各種ﾓｼﾞｭｰﾙのﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定を行うﾓｰﾄﾞです。 通常では使用しないﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが多いのですが 

 主に「Frequency」  送信周波数の設定、「Pilot Tone」 ｽﾃﾚｵ/ﾓﾉﾗﾙ切り替え、「Audio In  

Level 」 入力信号電圧調整の設定が可能です。 

※ﾓｼﾞｭｰﾙの仕様では「送信出力」設定も可能ですが、国内での使用では操作不可能にしています。 

 

 ○メモリー操作 ( プリセット・メモリー・チャンネル操作) 

・ 通常表示で「←」を押すと 「メモリ書き込みモード」に移行します。(詳しくは後述) 

 通常操作で設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀｰとﾀｲﾄﾙ名をﾒﾓﾘｰに登録する事が出来ます。 

  ﾒﾓﾘｰは、「０」から「９」までの１０ﾁｬﾝﾈﾙ有りますので、任意のﾁｬﾝﾈﾙに登録します。 

ＦＭ Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ 

Ｆｒｅｑ＝８７．５ＭＨｚ 

初期電源投入時、この表示が出ます。 
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・ 通常表示で「↓」を押すと 「メモリ読み込みモード」に移行します。(詳しくは後述) 

            「ﾒﾓﾘ書き込みﾓｰﾄﾞ」で設定した「ﾒﾓﾘ･ﾁｬﾝﾈﾙ」を呼び出します。 

 

◎ 通常操作（パラメーター設定モード）   

    通常表示で「↑」を押すと 「ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定モード」に移行します。 

                        このモードの液晶画面   

                           

                           

「↓」「↑」キーで設定項目を移動。   

例：「↓」を押していった場合。 下記順序で各項目を移行ループいたします。 「↓」は逆順です。 

 ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定項目 

 

Frequency 周波数設定  

↓ 

    Memory Title  ﾒﾓﾘｰﾁｬﾝﾈﾙのタイトル編集 

             ↓ 

UnLock Detect ｱﾝﾛｯｸ検出設定  

    ↓ 

    Pilot Tone ﾊﾟｲﾛｯﾄ信号ﾄｰﾝ設定  

 「←」「→」ｷｰ   ↓ 

 で終了。   Mute  ﾐｭｰﾄ(無音)設定 

     ↓ 

    Subcarrier 強制ｻﾌﾞｷｬﾘｱ設定  

     ↓ 

    Charge Pump  ﾒｲﾝ･ｼﾝｾｻｲｻﾞｰ･ﾁｬｰｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ電流設定    

     ↓ 

    Audio In Level 音声入力電圧設定 

     ↓ 

    Pre-Enphasis ﾌﾟﾘ･ｴﾝﾌｧｼｽ時間設定  

       下線の項目が通常使用するﾊﾟﾗﾒｰﾀｰです。 

 

   項目を選択したら「ENTER」でその項目のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力(ﾀｲﾄﾙ入力以外は、項目選択)になります。 

   各ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力では、「↓」「↑」キーでﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを選択。( 0.5 秒以上押すとﾘﾋﾟｰﾄします) 

「←」「→」ｷｰでﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力中止。 ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力/変更後「ENTER」で設定。 

注意： ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの変更はねその都度ﾓｼﾞｭｰﾙに反映しますので、書込み時瞬間ﾌﾞﾂという音が乗ります。 

   受信側のｽﾋﾟｰｶｰ等に損害を与える可能性も有りますので、音量を下げて操作をする事を推奨。 

    

 設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀｰは、CPUの EE-PROMに記録されますので電源を切っても記憶されています。  

○ 設定可能の項目とﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 

・「Frequency」 送信周波数設定  

    ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： 周波数は、87.5MHz ～ 89.9MHz 0.1(100KHz)ステップ 25CH、「↓」「↑」キーで選択。 

・「Memory Title」  ﾒﾓﾘｰﾁｬﾝﾈﾙのタイトル編集 英数最大12文字まで 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： この周波数のタイトル文字。  ﾒﾓﾘ登録しない場合は入力不要。 

                                   「←」「→」ｷｰで文字間移動。  

                                   「↓」「↑」キーで文字選択。 (次ﾍﾟｰｼﾞ表の文字記号ﾙｰﾌﾟ) 

                                    (長押し、0.5 秒以上押すとﾘﾋﾟｰﾄします) 

「ENTER」ｷｰで登録。 「←」「→」同時押しで中止。 

           ※ 「＊」は、使用可能の記号なので残ります。 別な記号等に変更して対応してください。 

<Ｅｄｉｔ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ>

>Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定項目

<Ｅｄｉｔ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ> 

>ｓｔｒ=ＴＥＳＴ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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    タイトルに使用できる文字は、下記液晶表示器のｷｬﾗｸﾀｰに依存します。(表現できない文字●有り) 

＊ ＋ ， － ． ／ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ： ； ＜ ＝ ＞ ？ ＠ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ［ ￥ ］ ＾ ＿

‘ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ

｛ ｜ ｝ 。 「 」 、 ・ ｦ ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ ｬ ｭ ｮ ｯ ― ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｶ ｷ ｸ

ｹ ｺ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ

ﾔ ﾕ ﾖ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ ﾜ ﾝ ゛ ゜ α ● β ε μ σ ρ ● √ ● ｊ ● ¢ £ ●

● ｐ ｑ ｅ ∽ Ω ● ∑ π ● ч 千 万 円 ÷             

      この順序で繰り返します。 

 

 ・「UnLock Detect」 ｱﾝﾛｯｸ検出設定     (PLL ﾛｯｸ検出) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： *ON / OFF          《 以下 * は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定値 》 

                                   現在のﾊﾟﾗﾒｰﾀを表示。「↓」「↑」キーでﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ選択。 

                                   「ENTER」ｷｰで登録。 

                                   《 以下の項目も方法は同じ 》 

                 

 ・「Pilot Tone」 ﾊﾟｲﾛｯﾄ信号ﾄｰﾝ設定 (ｽﾃﾚｵ分離用の 19KHzの信号 ON=ｽﾃﾚｵ、OFF=ﾓﾉﾗﾙ) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ  *ON / OFF 

 ・「Mute」 ﾐｭｰﾄ(無音)設定    (電波に乗せる音声を強制ﾐｭｰﾄ  ON=ﾐｭｰﾄ、OFF=通常) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： ON / *OFF 

・「Sub Carrier」   強制ｻﾌﾞｷｬﾘｱ設定  (ｻﾌﾞｷｬﾘｱ信号 L-R  ON=ｽﾃﾚｵ、OFF=ﾓﾉﾗﾙ) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： *ON / OFF 

 ・「Charge Pump」  ﾒｲﾝ･ｼﾝｾｻｲｻﾞｰ･ﾁｬｰｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ電流設定 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ＊ *８０μA / 125μA 

 ・「Audio In Level」 音声入力電圧設定  (入力音声信号強度 100mV=小、140mV=中、200mV=大) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： 100mV / 140mV / *200mV 

 ・「Pre-Enphasis」 ﾌﾟﾘ･ｴﾝﾌｧｼｽ時間設定 (高音域を持ち上げる電気処理 必要に応じ設定します) 

         ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ： *５０μS / ７５μS / ＯＦＦ 

    【 設定項目一覧 】 

設 定 項 目 ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ範囲/選択項目 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

Frequency 87.5MHz ～ 89.9MHz 100KHz ｽﾃｯﾌﾟ 25CH   

Unlock Detect ＯＮ 、 ＯＦＦ ＯＮ 

Pilot Tone ＯＮ 、 ＯＦＦ ＯＮ 

Mute ＯＮ 、 ＯＦＦ ＯＦＦ 

Subcarrier ＯＮ 、 ＯＦＦ ＯＮ 

Charge Pump ８０μＡ 、１２５μＡ ８０μＡ 

Audio In Level １００ｍＶ 、 １４０ｍＶ 、 ２００ｍＶ ２００ｍＶ 

Pre Emphasis ５０μＳ 、 ７５μＳ 、 ＯＦＦ ５０μＳ 

TX Power Level ﾒﾆｭｰ無し ﾓｼﾞｭｰﾙ直後出力値 0.5mW 操作不可 

      設定項目は、ﾏﾆｱｯｸな内容です。Frequency 以外は設定変更の必要は、通常有りません。 

◎ メモリー書き込みモード (プリセット・メモリー・チャンネルの記憶登録) 

    通常表示で「←」を押すと 「メモリ書き込みモード」に移行します。 

                                    書き込みモードの液晶画面   

                           

                           

通常操作で設定した全ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを、ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力したタイトルでﾒﾓﾘﾁｬﾝﾈﾙに登録します。 

「↓」「↑」キーでﾒﾓﾘｰﾁｬﾝﾈﾙ(0-9)を選択します。 

    ﾁｬﾝﾈﾙを選択したら「ENTER」を押します。  

<Ｅｄｉｔ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ> 

>ＵｎｌｏｃｋＤｅｔｅｃｔ＝ＯＮ 

現在値。

「↓」「↑」で

ON/OFF

繰り返す

<Ｗｒｉｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ> 

>０：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ﾒﾓﾘﾁｬﾝﾈﾙ No. 
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                           液晶画面に、通常操作でﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ入力したタイトルが表示されます。  

                           「０」ﾁｬﾝﾈﾙにこのﾀｲﾄﾙのﾊﾟﾗﾒｰﾀｰﾃﾞｰﾀを登録して良いかの確認が 

                           表示されます。登録の場合は「ENT」を、中止の場合は「←」「→」ｷｰ。 

       登録されたデータは、CPUの EE-PROMに記録されます。 (不揮発ﾒﾓﾘｰ) 

 

◎ メモリー読み込みモード (プリセット・メモリー・チャンネルの選択) 

    通常表示で「↓」を押すと 「メモリ読み込みモード」に移行します。 

                                    読み込みモードの液晶画面   

                           

                         0  

「ﾒﾓﾘ書き込みモード」でﾒﾓﾘﾁｬﾝﾈﾙに登録したﾌﾟﾘｾｯﾄ・ﾒﾓﾘを呼び出します。 

「↓」「↑」キーでﾒﾓﾘｰﾁｬﾝﾈﾙ(0-9)を選択します。ﾁｬﾝﾈﾙと登録されたタイトルが表示されます。 

         ﾁｬﾝﾈﾙを選択したら「ENTER」を押します。 中止の場合は「←」「→」ｷｰ。 

         「ENTER」が押されると、このﾀｲﾄﾙのﾁｬﾝﾈﾙに登録された周波数を含む全ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが、ﾓｼﾞｭｰﾙに 

即時転送され動作を開始します。 

     プリセットされたメモリーを選択すると、液晶表示器は下記の様に表示します。 

                                     

                           

                         0  

 

■ 基板実体図 

    組み立ての参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Ｗｒｉｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ> 

ＴＥＳＴ＋＊＊＊＊＊＊＊->０？ 

<Ｒｅａｄ Ｍｅｍｏｒｙ> 

>０：ＴＥＳＴ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ﾒﾓﾘﾁｬﾝﾈﾙ No. 

TEST＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｆｒｅｑ＝８８．０ＭＨｚ  

ﾒﾓﾘﾁｬﾝﾈﾙのタイトル表示。 

設定されている周波数の表示。

液晶表示器用 

14 ﾋﾟﾝ･ｺﾈｸﾀｰ 

液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用 

半固定抵抗 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ用ﾀｸﾄｽｲｯﾁ 5個

※向きに注意 

ＣＰＵ 

16F648A 

※向きに注意

電源入力用DC ｼﾞｬｯｸ 

DC8V～15V  

ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

※向きに注意 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

10μF 2個 

※向きに注意

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

22μF 

※向きに注意
音声入力ｼﾞｬｯｸ 

ｽﾃﾚｵ･ﾐﾆ･ｼﾞｬｯｸ 
ｱﾝﾃﾅ出力 

ﾘｰﾄﾞ線(1m程度)か 

BNC ｺﾈｸﾀ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

5V 

3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

POWER SW 外部ｽｲｯﾁ端子

外部にｽｲｯﾁを付ける場合この

端子を使用します。初期は基板

の裏面でｼｮｰﾄされていますの

で、使用時はｶｯﾄして下さい。
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■ 回路図 
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● 液晶表示器（ＬＣＤ）のバックライトについて 

   付属の液晶表示器にはＬＥＤのﾊﾞｯｸﾗｲﾄ（背後照 

   明）が付いています。 使用する場合は、液晶表 

   示器の裏側のＪ３をﾊﾝﾀﾞでｼｮｰﾄし、R9にｷｯﾄ付属 

   の 100Ωの抵抗（茶、黒、茶、金）をﾊﾝﾀﾞで取り付 

   けてください。消費電流は、約20mA増加します。 

   ＬＥＤ照明なので、あまり明るく有りませんが、暗 

   い所では効果があります。 

● 液晶表示器の支持について 

   液晶表示器は、片持ち状態で一部がＩＣ１の 

   CPUに乗っかっている状態です。問題は有りませんがもう片側を支持する場合、本体基板と液晶表示器 

との間は、１１ｍｍの間隔となっていますのでｽﾍﾟｰｻｰ(別途用意)で支障の無い位置で支持してください。 

● 音声入力について 

   J1 のｽﾃﾚｵ･ｼﾞｬｯｸから入力する音声信号は、基本的にＬＩＮＥ入力を前提にしていますのでｱｯﾃﾈｰﾀｰ(減衰器) 

   を通してモジュールに入力されています。(回路図参照) 小さな音源を使用する場合に、ｱｯﾃﾈｰﾀｰを通さずに 

   ｽﾙｰ入力が可能です。その際下記の様にｼﾞｬﾝﾊﾟｰ(JP1-JP8)を表の様にして下さい。 工場出荷時の基板は 

JP3、JP4、JP7、JP8はﾊﾟﾀｰﾝでｼｮｰﾄされていますので最初のみﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄが必要です。元のｱｯﾃﾈｰﾀｰ使用 

に戻す場合いは、ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄしたところをｼｮｰﾄし、ｼｮｰﾄした所をｶｯﾄして逆に戻してください。  

 JP1 JP2 JP3 JP4 JP5 JP6 JP7 JP8 

ｽﾙｰ入力 ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄ ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄ ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄ ﾊﾟﾀｰﾝｶｯﾄ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ入力 ｶｯﾄ ｶｯﾄ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｶｯﾄ ｶｯﾄ 

  ● 音声入力プラグについて 

   音声の入力は、3.5mm ｽﾃﾚｵ･ﾐﾆ･ﾌﾟﾗｸﾞをご使用下さい。 

   ｽﾃﾚｵ･ﾍｯﾄﾞﾎﾝと同じもので、結線は右図を参照下さい。 

   推奨：秋月電子 (通販ｺｰﾄﾞ：C-2402)ｽﾃﾚｵ･ﾐﾆﾌﾟﾗｸﾞ金属 1個 90円 

 ● アンテナについて 

   E1 端子に接続するアンテナは、ﾎｲｯﾌﾟｱﾝﾃﾅかﾘｰﾄﾞ線ｱﾝﾃﾅを前提としております。「注意」にもありますが、 

   屋外に高性能なｱﾝﾃﾅを接続する事は、電波法に抵触する可能性がありますので、絶対に使用しないでくだ 

   さい。 又、R4の 50Ωﾀﾞﾐｰ抵抗(負荷抵抗)は絶対に取り外さないで下さい。 E1端子には、BNC ｺﾈｸﾀｰを 

取り付け可能。 (推奨ｱﾝﾃﾅ： 秋月電子 (通販ｺｰﾄﾞ P-68) ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ･ｱﾝﾃﾅ(BNC) 1 本 800円) 

■ 最 後 に 

   このキットに使用されています FM ﾓｼﾞｭｰﾙは、新潟精密㈱の卓越した高度技術により集積されたものです。 

   本来、超小型の機器に搭載されるものですが、このﾓｼﾞｭｰﾙを是非て皆様方に提供したく、あえてｷﾂﾄ化致し 

   ました。 是非、日本の高度技術をご堪能下さい。 残念ながら、このﾓｼﾞｭｰﾙは海外仕様となっており、国内 

   では周波数の範囲、送信出力に制限が有る為、国内仕様としての機能となっておりますのでご了承ください。 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

FM ｽﾃﾚｵ･ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｰ･ｷｯﾄ ﾏﾆｭｱﾙ 第 1-2版 
2008 年 9月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 

          －不許転載－ 
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Ｊ３をﾊﾝﾀﾞでｼｮｰﾄ 

R9 に 100Ωの抵抗をﾊﾝﾀﾞ 


